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はじめに

洋 雑誌 の購 入

－ＭＡＣＳ２の導入経験－

荒川 直子

医学とその関連分野の学問の発展はめざましい

ものがあり、医療従事者は常に新しい情報や知識

を得る必要が生じている。雑誌はその新しい分野、

専門分野における最新の情報をタイムリーに提供

する事のできる最も身近な情報源であり、その到

着（納入）後の整理と未着・欠号雑誌の請求（ク

レーム処理）の確実・迅速性が要求される。しか

しながら、どちらも繁雑さを伴い、特に未着・欠

号が生じた場合の処理は、図書室が代理店から定

期的に調査を依頼され情報を提供するという、前

時代的なシステムとなっていた。

これを改善し、確実・迅速な納入とその後のフォ

ローアップを目的として、丸善および紀伊國屋に

より１９９１年から一括納入サービスが開始された。

当院でも１９９２年より丸善の納入サービス「ＭＡＣ

Ｓ２」を購読１１０誌のうち１０８誌に対して採用した。

本報告では、導入の経緯および１年を経過した

時点での前年との比較・現在までの状況について

述べる。

２。導入の経緯

当院において雑誌を配架するためには、 １）雑

誌が図書室へ届くまで、 ２）図書室へ届いてから

類は、総務課へまとめられ整理されるが、医局向

け等と仕分けする際の繁雑さによる誤配が多くみ

られたこと、事務所のメールボックスに山のよう

に雑誌が入れられ、入りきらないと床へ置かれる

などしており散逸の危険があったこと、それを図

書室へ搬送する手間がかかることがあげられた。

さらに、図書室において宛名の再確認と開封、整

理前に利用希望のあった場合の手続きの繁雑さ、

週１［ａ］の整理日（配架日）まで保管しておくため

のスペースの確保等が問題であった。

ＭＡＣＳ２の導入により、購読雑誌がまとめて

図書室まで直接配達されれば、とりわけ配達日を

指定し週１［目の整理日を配達日と一致させること

ができれば、届いたその日に雑誌の提供が可能と

なり、前述の繁雑な問題は解消され、サービス面

の向上も図ることができると考えられた。

検討を要した事項は価格面であった。１９９２年の

価格を従来方式の見積書とＭＡＣＳ２の見積書で

比較したところＭＡＣＳ２の価格の方が若干安価

であった。

これら価格面および納入方式の利点に基づき、

医局図書係の医師にＭＡＣＳ２の導入の裁可を求

めた。価格が同程度なら実務者のメリットの多い

方を採用すれば良 いとの回答を得、採用決定に

至った。

の２ヵ所で繁雑さを生じていた。輸送される雑誌 ３．従来の方式との比較
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格は１９９２年新旧システムの見積書によった）。

対象は当該期間を通じて購読していた洋雑誌

１０２誌（米国－７８誌、英国－１４誌、ドイツー５誌、

デンマーク・スウェーデンー各２誌、フランスー

１誌）であり、１９９３年４月末現在のデータによった。

（１） 価 格

１９９２年の価格を従来方式の見積書とＭＡＣＳ２

の見積書で比較したところ、約 ＼％安価であった。

ただし、価格が上昇したものは４０誌（全体の３９

％）あり、従来の航空便２４誌、船便１６誌が該当し

た。１０％以上上昇したものは１４誌で、航空便・船

便各７誌あり、米国１１誌、英国３誌、うち週刊の

ものが４誌（米国・英国各２誌）であった。

（表１） 到着状況

航空 便 船 便 計

到 着の 短 縮 ｓ誌 ２５誌 ３３誌（３２％ ）

不 変 １２ ７ １９ （１９％ ）

到 着の 遅 れ ３６ ６ ４２ （４１％ ）

比 較 不 能 ６ ２ ８ （ ８％ ）

計 ６１誌 ４１誌 １０２誌

（表 ２） 同 時 到 着 雑誌

１．ＷＥＥＫＬＹ誌（ すぺて航空便）［４誌］

雑誌 （ 上昇 率 ） ９２（ＨＡＣＳ２） ９１

Ｕ
Ｓ

Ａ

ＪＡＭＡ（１６．８％ ） １０回 ／２２冊 １３回 ／ｎ 冊

ＮＥＷＥＮＧＬＡＮＤ

Ｊ．ＯＦ ＭＥＤＩＣＩＮＥ
（６２％ ）

９回 ／２０冊 ２回 ／ ４冊

Ｇ

Ｂ
Ｒ

ＬＡＮＣＥＴ（４５％ ） １０回／２１冊 ２回 ／ ４冊

ＮＡＴＵＲＥ（１１％ ） ３回／ ６冊 ９回 ／１８冊

２。そ の 他（ す べてＵＳＡ誌 ）［ ３／２９誌 ］

雑 誌 ９２（ＨＡＣＳ２） ９１

ＡＮＮＡＬＳＯＦ ＳＵＲＧＥＲＹ
（ 航 空 便 ）

２回／４冊 な し

ＢＬＯＯＤ

（ 船便 ）

３回／６冊 な し

ＣＬＩＮＩＣＡＬ ＣＨＥＨＩＳＴＲＹ

（ 船便 ）

２回 ／５冊 な し

例「ＪＡＨＡ１０回／２２冊」：同時到着が１０回あり
計２２冊が送付
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（２） 到着状況

従来より到着期間の短縮したものが３３誌（３２

％）、ほぼ同じが１９誌（１９％）、遅れたものが４２誌

（４１％）であった。このほかに、発行の遅れ、発

行形態の変更などで比較不能であったものが８誌

（８％）みられた。船便で送られる４１誌のうち２５

誌（６１％）で到着日数の１ヶ月以内の短縮がみら

れたが、航空便で送られるものでは逆に６１誌のう

ち３６誌（５９％）で遅れがみられた（表１）。

（３）納 品

配達日を指定（曜日・午前または午後で指定）

したがそのとおりには到着せず、９３年４月分にお

いては配達指定日時に到着したものは約５０％にす

ぎなかった。また、指定日が祝日にあたる場合の

取り決めをしなかったため、しばしば到着日時が

乱れた。

（４） 到着・受け入れ時

図書室へ直接配達されることになったため、総

務課は郵便物の山、仕分けの繁雑さから解放され、

図書室は搬送の手間、宛名確認、開封の煩わしさ

がなくなり、また封筒がなくなって廃棄物が減少

し、輸送による雑誌の破損・汚れもなくなった。

従来は週１［ｐ］、その週の到着分をアルファベット

順に並びかえ検収・受入をおこなっていたが、こ

のシステムではパッケージにまとめられた時点で

受入順に並べられており、その分業務が減少した。

配達日時が指定されたことにより業務の予定が

立てやすくなり、利用者へのタイムリーな雑誌提

供も行えるようになった。

（５）同時到着雑誌

発行日が異なるにもかかわらず到着が同日で

あったもの（同時到着雑誌）がみられた。週刊誌

４誌のうち２誌は従来の方が同時到着回数が少な

く、また、価格上昇率の高い２誌で同時到着が増

加している（表２・１）。

週刊誌以外については２９誌で同時到着がみられ

た。このうち１５誌は契約変更に関し初回号の発送

が遅れ次号と同時到着となったもの、５誌は未着

分の該当（月）号との同時到着であった。残る９

－９５－
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（ 表 ３ ）

１．クレ ーム雛誌数

クレーム報告

６２誌 ８８ 冊

クレ ーム捻回数 ２８５回

クレ ーム回斂 雑 誌 数 到 着 未着
■１回 １２９ １１８ １１

２回 ３８ ３０ ８
３回 １１ ７ ４

’ ４回 ４ ３ １
５回 ５ ２ ３

６回 １ ０ １
総 計 １８８ １６０ ２８
百分率 ８５％ １５％

２．クレーム報告書発行がら雑誌の到着までの日故

二言 ～７日 ～１４ ～３０ ～６０ ～９０ ～１８０ ～３６５ 合 叶

１回 ４１ １９ １９ １８ １１ ９ １ １１８
２回 ０ ○ ０ ２ ３ １６ ９ ３０
３回ｉｄｈ Ｏ ○ ○ ０ １ ３ ８ １２

総 計 ４１ １９ １９ ２０ １５ ２８ １８ １６０
百分率（ ％） ２５ １２ １２ １３ ９ １８ １１ １ ００

２回以上のも のは初回発行日を基準とする）

（ 表 ４） 未着雑誌におけるクレーム報告と累計報告の実際

（図１）ＭＡＣＳ２変更後の雑誌到着状況
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ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ＳＵＰＰＬＥ－１ ９２／２／６記載 十 ７／２１記載十 報告－記載－報告－ 記載－報告－
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ３ － － ７／２１記載十 報告－記載－ １０／２７記 載 十 報告－
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ４ － － ７／２１記載 十 報告－記載－ １０／２７記載 十 報告－
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６５ － － ７／２１記載十 報告－記載－ １０／２７記載 十 報告－
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ６ － － ７／２１記載十 報告－記載－ １０／２７記載 十 報告－
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７１ － － － － ９／２９記載－ １０／２７記載十 報告－
ＡｄａＰａｅｄｉａｔｒＳｃａｎｄ ８１ ＳＵＰＰＬＥ３７９－ － ７／１４記載十 報告－記載－報告－ 記載－報告－
ＡｍＪＭｅｄ ９２３Ａ － － － － － － １１／２１記載十 報告－
ＣａｎｃｅｒＲｅｓ（ＰｒｏｃＡｉｄ） ３３ － － ７／１４記載十 報告－記載十 報告－ 記載 十９３／２／２
ＣｌｉｎＣｈｅｒａｉ ３８ ８ＡＰＴｌ － － － － － － １１／２１記載 十 報告－
ＣｌｉｎＣｈｅｍｉ（ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＥｄ ３８１２ － － － － － － － － ９３／２／２３
Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ １３０１ ９２／４／２１記載十 ７／２１記載十

謳
記載十 １１／１７記載 十 報告－

Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ １３０２ ９２／圓 記載十 ７／２１記載十・１０／２０記載十 報告－記載 十 報告－

Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ １３０３ ９２／３／２４記載 十 ７／２１記載十 １０／２０記載十報告－記載十 報告－
ＪＢｏｎｅＪｏｉｎｔＳｕｒｇ（Ａｉｄ） ７４Ａｌ ９２／３／１７記載十 報告－記載十 報告－記載 十 報告－記載十 報告－
ＪＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌＨｅｔａｂ ７４２ ９２／２／２０記載 十 報告－記載十 １０／２０記載十 報告－記載十 報告－
ＪＥｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｌ ２５ＳＵＰＰＬＥ － － － － － － － － ９３／４／９
ＪＰｅｄｉａｔｒＳｕｒｇ ２７１２ － － － － － － － － ９３／２／２３
Ｋｉｄｎｅｙ ４１ＳＵＰＰＬＥ３５ － －

問
記載十

謳
記載 十

言
記載 十 報告－

Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ ４１９ － － － － １０／６記載 十 報告－記載十 報告－
Ｍｅｔｒ’ｂｏｌｉ｀ ４１９－ＳＵＰＰＬＥ － － － － １０／６記載 十 報告－記載十 報告－
Ｍｅｉノｊ ４１１２ － － － － － － － － ９３／２／９
Ｎｅｕ ｌ ４２１－ＳＵＰＰＬＥｌ９２／３／１７記載 十 ７／２１３ 大 詔 記載十 １１／１７記 載 十 報告－

Ｎｅｕｒ．ｊ ４２３－ＳＵＰＰＬＥ２－ － ５／１２記載十 ８／１８記載 十 １１／１７記載十 報告－
Ｎｅｕｒｏバ ４２４－ＳＵＰＰＬＥ４－ － ６／９記載十 ８／１８記載 十 １１／１７記載十 報告－
Ｎｅｕｒｏｌｏｇ ４２４－ＳＵＰＰＬＥ５－ － ６／９記 載 十 ８／１８記載 十 １１／１７記載十 報告－
Ｎｅｕｒｏｌｏｇ ｌ ４２ ７－ＳＵＰＰＬＥ６－ － － － ８／１８記載 十 １１／１７記載十 報告－
ＳｅｍＨｅｍａｉｏｌ ２９２－ＳＵＰＰＬＥｌ－ －

閤
記載 十

１詣
記載 十 １１／１７記載十 報告－

記載 十：累計報告書に記載（ＣＬＡＩＭＥＤ）あり

報告 十：クレ ーム報告書に表示あり

日付 ：クレ ーム報告書発行日

９６－

記載－：累計報告書に記載なし

報告－：クレーム報告書に表示なし

：該当せず



（表 ５）

１．納品 書

ＮＯ．

一一

１ １

納品書と累計報告書の不一致および累計報告書送付日

一 一 一 一

ＣＡＮＣＥＲ

１９９２

２．累 計 報 告 書

ＮＯ ３８

ＣＡＮＣＥＲ

１９９２
１９９２

１９９２
１９９２
１９９２

１９９２

１９９２
１９９２

１９９２
１９９２
１９９２

１９９２
１９９２

１９９２
１９９２

１９９２

ＩＳ

－

Ｓ Ｎ

８ 。１

一一 －

０００８－５４３×

５ ｖｏ

一 一 － － －

Ｌ

－

７０
－ － － －

Ｎ

－

０．４

外国雑誌 納品書

● ● ● ● ● ● ● ●

一 一 一

１９９２ 外国雑誌 累 計 報 告 書

ＩＳＳＮ ０００８－５４３Ｘ

ＶＯＬ．６９ＮＯ
ＶＯＬ．６９ＮＯ

ＶＯＬ．６９ＮＯ

ＶＯＬ．６９

ＶＯＬ．６９

ＶＯＬ．６９
ＶＯＬ．７０

ＶＯＬ．７０
ＶＯＬ．７０
ＶＯＬ．７０

ＶＯＬ．７０
ＶＯＬ．７０

ＶＯＬ．７０
ＶＯＬ．７０

ＶＯＬ．７０

１

ＮＯ．７

ＮＯ．８－１２

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

ＮＯ．２

● ● ● ● ● ● ● ●

（表 ６） ク レ ー ム報 告書

１．クレーム報告書と累計報告書

２．クレ ーム報告 書発行以前の到着分

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

寸 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

－９７－

● ● ● ● ●

一 － －

Ｉ ＣＯＰＹ

Ｉ ＣＯＰＹ

Ｉ ＣＯＰＹ
４ ＣＯＰＩＥＳ
１ ＣＯＰＹ

Ｉ ＣＯＰＹ

Ｉ ＣＯＰＹ
５ＣＯＰＩＥＳ

Ｉ ＣＯＰＹ
１ ＣＯＰＹ

１ ＣＯＰＹ
Ｉ ＣＯＰＹ

Ｉ ＣＯＰＹ
１ ＣＯＰＹ
１

１

１

ＣＯＰＹ

ＣＯＰＹ

ＣＯＰＹ
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９２／０９／０１ ＰＡＧＥ ２
納品ＮＯ．ＥＪＯ ＃ＪＭ０３８９７

ＦＲＱ．：Ｓ－Ｍ

－Ｗ－ －Ｉ Ｗ－－－－－－・Ｗ－．

９ ３０８ ４４（

Ｕ・
・

９２－１０－２５ ＰＡＧＥ６，１４１

報告ＮＯ．ＥＪＯ ＃ＪＭ０４５３１０５

ＦＲＯ．：Ｓ－Ｍ

ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ
ＳＥＮＴ

ＳＥＮＴ

（

９２

２４ ）

６

４

２

０

４

４

４

７

７

８

８

９

０

１

１

一

・

一

一

一

・

・

一

●

Ｉ

Ｓ

一

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

７

｀

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９２

９２
９２

１０

１０

１０

９３０８４４００

３０

７

２０

１３

２１

２１

２１

１

１

４

８

１

６

６

３

｛

／
｝

｀
と

１

１

１３

ＵＳＡ

２
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３－６

ＶＯＬ．６９ ＮＯ．６ ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 寸 ● ● ● ●

ＮＯ．７ ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＮＯ．ｌ

ＮＯ．ｌ ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ．

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＮＯ．３

ＮＯ．４ ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ

ＮＯ．５

ＮＯ．５ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ

ＮＯ．６

ＮＯ．６ ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ

雑 誌 名 巻 号

クレーム

報告書

２／２０

クレーム

報告書

３／２４

クレーム

報告書

４／１４

累計

報告書

４／２６

クレーム

報告書

７／２１

累計

報告書

７／２５

クレーム

報告書

１０／２０

累計

報告書

１０／２５

累計

報告書

１／３１

到 着

Ｊ ＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ Ｍｅｔａｂ ７４ １ 報告－ 報告－ 報告 － 記載 十 報告 十 記載十 報告 十 記載－ － １０／２７
Ｊ ＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ Ｍｅｔａｂ ７４ ２ 報告 十 報告－ 壽Ｅ 外！ 記載 十 報告 － 記載十 報告 十 記載 十 記載 十 未着†Ｋ 口

ＪＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ Ｍｅｔａｂ ７４ ３ － 報告十 ４／７着 － －
－ － － － ４／７

ＪＣｌｉｎＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ Ｍｅｔａｂ ７４ ４ － － 報告 十 記載 十 報告 十 記載 十 報告 十 記載十 － １１／９

雑 誌 名 巻 号
クレーム

報告日 到 着

ＡｍＪＯｐｈｔｈａｌｍｏｌ １１３４ ５／１９ ４／２５
ＪＮａｔｌＣａｎｃｅｒＩｎｓｔ ８４１３ １２／１ ７／２１
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誌のうち、６誌は１９９１年にも同時到着がみられた

が、あとの３誌は１９９１年においては同時到着がみ

られなかったものであり、新システムでかえって

同時到着が増加する結果となった（表２・２）。

４．現在までの状況

（１） クレーム報告

クレーム処理は６２誌・１８８冊に対して、２８５回

行われていた。うち１６０冊（８５％）ではクレーム

後雑誌は到着しているが、２８冊（１５％）は未着の

ままであった（表３・１）。

クレーム報告書が発行されてからの到着状況を

みると、 クレーム処理を１［亘］のみ行ったのち到着

した１１８冊のうち、６０日以内に到着したものは９７

誌（８２％）であった。これ以外の２１誌は到着まで

最長３６１ 日を要したが繰り返してのクレーム処理

はなされなかった（表３．２）。

（２） 未着・欠号雑誌

１９９１年中の未着雑誌は１２冊であり、この中で１９

９２年４月時点 も未着のものは３冊みられた。新シ

ステムになった１９９２年中の未着（自動クレーム）

件数は１８８冊であり、１９９３年 ４月現在未着のもの

は１４誌・２８冊と大幅に増加した。

年の最終の累計報告書（１／３１）において確実に

未着でありながら「ＣＬＡＩＭＥＤ」の記載のなかった

もの（「記載－」）は２冊あり、「ＣＬＡＩＭＥＤ」の記

載のされていたもの２２冊（「記載十」）のうちその

後再度クレーム処理を行ったものは１冊しかなく、

それ以外、未着雑誌のクレーム処理は書面上では

行われていない（表４）。

（３） 報告書

① 納品書

ＭＡＣＳ２導入後の１９９２年前半で納品書の表示

と到着雑誌の異なるものが２件みられ、到着時に

照合を必要とした（表５・１）。Ｃａｎｃｅｒ ９２／９／１

付の表示は間違いであり、実際は「ＶＯＬ．７０．ＮＯ．４

ＳＵＰＰＬＥ」が到着していた。ところが１０月の累計報

告書は「正しく送品されたもの」が表示されてお

り、納品書の間違い表示の「ＶＯＬ．７０．ＮＯ．４ 」はこ

の時点で未着のままであったが累計報告書に「ＣＬ

ＡＩＭＥＤ」の記載はされなかった（当方からの連絡

でその後クレーム処理された）。年後半にこのよ

うな異常はなくなった。

② クレーム報告書

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙａｎｄＭｅｔａ－

ｂｏｌｉｓｍｒｖ０Ｌ．７４．Ｎ０．２」は現在未着のままである

が ９２／２／２０付に第１［ｎ］のクレーム報告の表示をさ

れてから３／２４付、４／１４付、７／２１付とその他のＮｏ．の

クレーム報告が表示されている時に表示されず。

１０／２０に再度クレーム処理されているなど報告に

一貫性、継続性がみられない（表６・１）。

また、既に到着しているのにクレーム報告書に

表示されているものが２件あった（表６・２）。

③ 累計報告書

年の最終累計報告書でその年の末発行のものは

記載されないため、「雑誌一覧」としての機能を

はたさない（（表４）累計報告書１／３１付「－ 」

の分）。

年の最終累計報告書の送付日の表示は「ＩＣＯＰＹ」

ごとと「ＶＯＬ．６９Ｎ０．８－１２‥５ＣＯＰＩＥＳＳＥＮＴ９２．４．

２１」とまとめられた日付と二種類の表示があり、

区別の意味がはっきりしない（（表５・２）累計

報告書）。

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙａｎｄＭｅｔａ－

ｂｏｌｉｓｍｒｖＯＬ．７４ＮＯ．１ 」は、４月・７月の累計報

告書で「 ＣＬＡＩＭＥＤ」の記載がされていたが、１０月

の累計報告書発行前に代理店側でその雑誌の送付

予定が判明していたため、記載されていない（表

６・１）。

（表 了） 累計報告書

雑 誌 名 巻 号

累計

報告書
４／２６

累計

報告書
７／２５

累計

報告書
１０／２５

累計

報告書
１／３１

到 着

ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ＳＵＰＰＬＥ－１ 十クレーム 十クレーム － － 未着
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｌｎｏｌ １２６ Ｉ 十クレーム 十ケレーム － 十到着 １２／２９

ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ＳＵＰＰＬＥ－２ 十ケレーム 十クレーム － － ９３／２／２
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ２ 十クレーム 十クレ－ム － 十到着 １２／２９
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ ３ 十クレーム － 十クレーム未着
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ４ 十クレーム － 十ケレーム未着
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ５ 十クレーム － 十クレーム未着
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２６ ６ ＋ケレーム － 十クレーム未着
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ １ － 十クトム未着
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ ２ － 十到着 １０／２７
ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ ３ 十到着 十到着 １０／２０
ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ ４ 十到着 １２／１

ＡｄａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌ １２７ ５ 十到着 ９３／１／１２

十クレーム：ＣＬＡＩＭＥＤ 記載あり

十到着：ＳＥＮＴ 記載あり

ー ：記 載なし

－９８－



また、ＡｃｔａＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｉｃａのように累計報

告書の４月（４冊）、７月（８冊）に各々すべて

「ＣＬＡＩＭＥＤ」の記載されていたものについて、最

新号が１０／２０に１冊だけ到着したとたん１０月の累

計報告書からそれ以前の未着分の「ＣＬＡＩＭＥＤ」の

記載がすべて消えてしまった（表７）。

５．まとめ

価格に関してはわずかな減少をみたが、代理店

とユーザーとの関係、支払条件などでさらに値下

げは可能と考える。

配達指定が厳守されれば、業務の定型化、利用

者へのタイムリーな雑誌提供も可能で、何より到

着・受入業務についてはかなり軽減し簡素化した。

また、累計報告書より、頁の続いていないＳＵＰＰＬＥ

ＭＥＮＴ等が未着・次号でもその存在が明確となる

点が利点としてあげられる。

到着までの日数は代理店の案内にあったように

船便の１ヵ月短縮が認められたが、航空便の遅れ

や配送センターでの集荷・事務処理の時間が加

わったとしても目にあまる。

週刊誌は「ＮＡＴＵＲＥ」を除き、価格上昇率の高い

ものほど同時到着の割合が多く、ＭＡＣＳ２に変

更する対象から除外したほうがよい。

クレーム処理の実行頻度はかなり高く、効果は

ある程度認められるが、２回以上行う場合の基準

（期間の幅、複数未着の存在する場合のクレーム

処理が同時に行われていないこと等）が不明確で

ある。

未着・欠号雑誌はかなり増えている。代理店の

説明では自動クレーム機能がありユーザーの未着

・欠号処理を肩代わりしてくれるとのことである

が、コンピューターソフトの不備のためクレーム

報告書と累計報告書が連動しておらず、未着・欠

号の一覧は累積報告書でしか判明しない。しかも
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て網羅する事はできない。図書室側か未着・欠号

をチェックするため雑誌が既に発行されていると

いう報告が必要であり、二重チェックの意味でも

時季ごとにまとめた発行済雑誌リスト、発行予定

雑誌リストを送付するよう強く要求したい。

６．おわりに

このシステムは雑誌を配架するまでの省力化は

認められ、特に専任のいない図書室にとっては十

分評価できる。しかし、その後に発生する未着・

欠号請求に対しての評価は今一つである。クレー

ム報告（処理）の基準の不明確さと、これが累計

報告書と連動しないシステムの不完全さ、また、

納品書と累計報告書の連動に関する不確実性も問

題である。

したがって、フロッピーディスク等の媒体によ

るサービスは、納品書・クレーム報告書・累計報

告書の連動とその出力表示の不明確さの解消が行

われてから取り入れるべきと考える。本来、この

システムは当院図書室のような専任者の置かれて

いない所でメリットを発揮するものと考えていた

が、専任者の置かれている図書室ほどあらゆるク

レームを発する時期が早く、それに対しての代理

店側のフォローもされているようであり、他の業

務に追われ、クレームを出したくても出せない図

書室に対してのサービスがなおざりにされている

感があった。

しかしながら、一度採用したシステムを元に戻

すのはデメリットが高くなるであろうことは周知

の通りで、今後このシステムを利用する図書室が

増加することによっていろいろな問題点が取り上

げられ、より良いシステムに改良されることを

願っている。

その累計報告書最終版にも記載のない未着・欠号 Ｄ

雑誌が２誌認められた（（表 ４）累計報告書１／３１

「記載 －」）。

このシステムで出力される納品書、クレーム報 ２）

告書、累計報告書の３種の帳票だけでは、既に発

行された（あるいは発行の確定した）雑誌をすべ

－９９
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